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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、大別すると以下３点であ

る。第一に、昭和初期の家庭で享受された豊
穣な映像文化の様相を明らかにするととも
に、京都における映像文化アーカイヴの一端
に、現代の映像文化の原点ともいえる小型映
画でのホーム・ムービーの受容様相を加える
こと。第二に、小型映画フィルムの保存およ
び復元方法の提案と実践を行うこと。第三に、
これらの研究活動をとおして今後の小型映
画文化アーカイヴの基礎を築くこと、である。 
具体的には、５年の研究期間内に、以下２

種のコレクションを主な対象とし、それぞれ
について以下①～⑥の６点を明らかにする。 
（１）昭和初期の京都ならびに京都の映画

文化状況を写した小型映画４０本 
（２）大正期から昭和初期にかけての 9.5

ｍｍ作品２００本 
①フィルムの状態と特徴、②フィルムのカ

タロギング方法とカタロギングの完成、③小
型映画文化（フィルムならびに受容形態）の
復元方法と保存方法、④媒体変換（テレシネ）
による映像情報の複製方法、⑤作品内容と評
価に関する文化的調査、⑥国内での小型映画
文化保存の現状。 
 

２．研究の進捗状況 
上記の研究概要に対して、以下の段階的研

究計画をたて、予定通り進めている。 
(1)フィルムの状態と特徴 
→08～09 年度 

(2)フィルムのカタロギング方法とその完成 
→09～10 年度 

(3)小型映画文化の復元方法と保存方法 
→10～12 年度 

(4)媒体変換による映像情報の複製方法 

→10～13 度 
(5)作品内容と評価に関する文化的調査            
→12～13 年度 
(6)国内での小型映画文化保存の現状             
→08～09 年度 
 
３．現在までの達成度 
 上記２．で述べた(1) (2) (3) (6)の調査
を予定通りほぼ終了したことで、収蔵作品の
概要把握と、アーカイブ方法を確定すること
ができた。これによって、残り２年の研究期
間は、作品内容や生成過程を主とした(4)(5)
の研究と、アーカイブした作品の活用・普及
をすすめ、研究の深化と総括の段階に入る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
前述した研究の深化については、追加的に復
元作品あるいはデジタル化作品を選定し、そ
れらの映像情報をもとに、作品内容と評価に
関する文献・聴取調査をすすめる。 
これらの研究成果とアーカイブ映像の活
用・普及については、web や冊子、単著、上
映会、映像アーカイブ授業や公開ワークショ
ップを通して還元する。これらの研究・発表
活動をとおして、国内外の主要アーカイブ機
関との連携を深め、当該分野全体への還元と
深化を試みる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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